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研究速報  胃 癌の転移のリンパ節診断におけるdynamic CTの 有用性
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dynanic CTに ょり動静脈が経時的に濃染され脈管

系の同定が容易となり,腫 瘤の局在診断が的確になさ

れるばかりでなく,そ の CT値 の変動を測定すること
により,CT診 断能の向上も期待されている1).われわ

れは胃癌症例に対しdynamic CTを 施行し,リ ンパ節
の局在診断のみならず組織学的転移の有無が, どこま

で診断可能であるか検討を加えたので,そ の方法およ

び結果を報告する。

対象および方法
1980年4月 ～1982年11月に術前にCTを 施行した冒

癌123例中,dynamic CTを 施行し,手 術所見および摘
出リンパ節の組織学的所見の明らかな40例を対象とし

た.使用器機は GE/CT.T8800,dynamic CTは plain
CT施 行後,腹腔動脈起始部をはじめ,有所見スライス

面を選択し,65%ア ンギオグラフィン40m′ を 8m′ /
sで 静とと同時に,ス キャン時間5.8秒,間 隔1.4秒に

て,同 一面にて連続 6回 のスキャンを行う。描出リン
パ節の CT値 の経時的変化を測定,グ ラフ化し,CT値
の上昇傾向を認めるリンパ節を enhanced‐type,CT

値の変化をほとんど認めない リンパ節を nOn‐enhan‐
ced‐typeとに分類しそれぞれを組織学的所見 と対比

した(図 1)。 また組織学的所見はリンパ節における癌

細胞の占有程度から,転移を全く認めないものを(一),
10%前 後の占有程度のものを(十),50%以 上の占有程

度のものを (十)と 3段階に分け比較検討した。

結  果
dynanic CT症 例40例において,CTに て リンパ節
が描出された ものは37例146カ所 であ り,136カ 所
93.2%が手術所見と一致した,描 出リンパ節で CT値
の変動を測定 しえたのは76カ所であ り,enhanced‐
Type″ま27カ所, nOnenhanced typeは 49カ テ方
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た.enhanced―type 27カ所中組織学的所見 (―)が 22
カ所81.5%,(十 )が 5カ 所18.5%で あるのに対し,
nonenhanced‐type 49カ所では (一)が 1カ所2.0%,

(+)が 48カ所98.0%で あった,nOnenhanced‐typeで

(一)の 所見の症例は瀬痕性癒着の高度な術後症例で

あった。組織学的所見 (十)の 転移 リンパ節の診断に
は限界はあるものの転移 (一)リ ンパ節は enhanced、

type転移 リンパ節は nOnenhanced―typeと い う傾向
を示した。
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図l CT値 の経時的変化によりenhanced‐type(左)

とnonenhanced‐type(右)と に分類する

に関する報告は少い。吉岡は3)cT上 2 cm以 上の腫大

リンパ節を転移 リンパ節とするのが無難であるとのベ

ている。われわれの症例において,CT上 リンパ節描出

(一)931カ所中839カ所,90.1%は ,手 術所見にてもリ
ンパ節を認めず,描 出しえなかった92カ所のリンパ節
の89.4%が 組織学的転移 (一)で あったことから,描

出 (一)リ ンパ節は転移 (―)リ ンパ節であると考え

られた,摘 出リンパ節を検索すると,CT上 5 mm以

下では17%,6～ 15mmで は50%,16mm以 上では77%

が組織学的転移陽性の リンパ節であり,CT上 の長径
のみから転移の有無を診断することは困難であった。

CTに より,組 織学的転移の有無まで診断するには,
dynamic CTが 不可欠であり,CT値 の経時的変化か

ら, enhanced‐typeか nonenhanced― typeか を分類す

ることにより,転 移 リンパ節の術前診断が可能となる

と思われる。
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